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コスモスの花がきれ

いに咲いたところを

イメージして、切り

絵で表現。中央の花

が細かくて、切り抜

き作業が大変でした。

豊和小６年
　髙　山　　　心 さん

たか 　 やま 　 　　こころ

将来の夢は「保育士」

です。絵本の読み聞

かせをする場面を想

像して、紙粘土で作

成。明るく優しい先

生になりたいです。
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豊栄保育所
　山　本　竜　義 くん

やま 　 もと りゅう 　 ぎ

　料理の実力を試そうと思い、給食センターが募集
していた和食給食レシピコンテストに、昨年に続け
て応募しました。自信はあまりなかったので、私が
考えた「魔法焼き」が大賞に選ばれたと聞いてビッ
クリしました。それが実際に給食で出されたときは、
友だちから「おいしいね」と声を掛けてもらってと
てもうれしかったです。完成をイメージしてレシピ
を考えるのが楽しいですね。
　料理は、母親や祖母の手伝いがしたくて、小さい
頃から台所に立っていたので、自然と好きになりま
した。中学校３年生で部活を引退した今は、週に１、
２回の頻度でお菓子作りをする他に、休日には母親
に代わって昼食を作ることもあります。
　目標は管理栄養士になること。好きなことに携わっ
ていたいし、資格があった方が職業の選択肢も増え
ると思うからです。結婚したら、料理に腕を振るっ
て家族の健康面をしっかり支えてあげたいですね。

画用紙で、顔のある

クリスマスツリーを

作ったよ。ツリーが

ドキドキしながらプ

レゼントを待ってい

るところだよ。

ち
ゃ
ん
の
道
楽
」
と
言
わ
れ
な
が
ら
も

６
次
産
業
化
に
力
を
注
い
で
き
た
こ
と

を
振
り
返
り
、
用
途
も
多
様
で
食
感
に

も
優
れ
る
と
い
う
棒
も
ち
を
「
き
り
た

ん
ぽ
よ
り
有
名
に
し
た
い
」
と
夢
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
夜
明
け
前
か
ら
自
宅
の
加
工
場

に
立
つ
小
林
さ
ん
は
、「
大
変
に
思
う

こ
と
は
な
い
、
と
に
か
く
続
け
る
こ
と

だ
け
。
夢
中
で
や
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
日
新
聞
社
主
催
の
「
第
45
回
毎
日

農
業
記
録
賞
」
で
、
一
般
部
門
の
最
優

秀
賞
に
小
林
淑
子
さ
ん
（
春
海
）
が
輝

き
ま
し
た
。

　

記
録
賞
は
、
農
や
食
、
環
境
へ
の
思

い
、
提
言
を
募
る
も
の
で
、
今
回
の
同

部
門
へ
の
応
募
数
は
２
４
３
編
。
小
林

さ
ん
の
作
品
は
、
４
段
階
の
審
査
を
経

て
、
ト
ッ
プ
の
中
央
審
査
委
員
長
賞
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、「
私
の
道
楽
か
ら
六

次
産
業
化
に
経
営
発
展―

夢
は
棒
も
ち

（
性
学
も
ち
）
を
日
本
一
の
餅
に
！―

」

と
題
し
て
、
朝
市
や
直
売
事
業
へ
の
取

り
組
み
、
女
性
起
業
家
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
設
立
な
ど
、
こ
れ
ま
で
農
業
経

営
に
携
わ
っ
て
き
た
経
過
を
原
稿
用
紙

10
枚
に
つ
づ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、

郷
土
食
で
あ
っ
た
〝
棒
も
ち
（
性
学
も

ち
）〞
に
目
を
付
け
、
家
族
か
ら
「
母

ひ
で
こ

“毎日農業記録賞”
最優秀 受賞

春海の小林さん

「棒もちに
　　“夢中”」

自
慢
の
棒
も
ち
を
手
に
取
る
小
林
さ
ん

もちの他に、おこわや赤飯を
製造。“母ちゃん”たちの熱気
が加工場からあふれる
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クラブ・

サークル

紹介

各コーナーへの
ご応募お待ちしています

〒289－2198　匝瑳市八日市場ハ793番地２　匝瑳市役所秘書課広報広聴班
☎73－0080　FAX72－1114　メール h-koho@city.sosa.lg.jp

プロフィールProfile

　絵手紙教室の受講生の中で、「油
絵も描いてみたい」という話が盛り
上がったのをきっかけに、10年前に
このサークルを立ち上げました。
　油絵だけでなくガラス絵などにも
挑戦しており、月１回の活動を続けて
います。絵の具を塗り重ねて試行錯
誤しているとまるで“画家気分”。あっ
という間に時間が過ぎてしまいます。
作品は、のさか文化祭や公民館まつり
などで展示していますが、そこで「い
い作品ですね」と声を掛けてもらえる
と、次への創作意欲が沸いてきます。
　メンバーは随時募集中です。初心
者、未経験者も大歓迎。体験もでき
るので、ぜひ一度、見学にお越しく
ださい。 （須之内靖子）

絵画サークル とわの会Vol.81

①設立　平成19年

②年齢層　50歳代～ 80歳代

③活動日時　毎月第４火曜日
　　　　　　13時30分～ 15時30分

④活動場所　生涯学習センター

⑤問い合わせ　須之内☎73－5406

ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
で

東
総
工
高
生
が
入
賞

東
総
工
業
高
校
３
年
の
田
邊
秀
一
さ

ん（
八
日
市
場
イ
）、
同
校
２
年
の
石

毛
捷
太
さ
ん（
旭
市
）ペ
ア
が
11
月

26
日
、「
第
25
回
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
相

撲
全
国
大
会
」の
ラ
ジ
コ
ン
型
の
部

に
出
場
し
、
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
挑
戦
と

な
っ
た
田
邊
さ
ん
。
整
備
性
や
動
力

面
な
ど
前
回
の
課
題
を
踏
ま
え
て

「
ほ
ぼ
作
り
直
し
た
」
と
い
う
愛
機
・

翔
颯
龍
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
参
戦
し

た
２
人
は
、
優
勝
候
補
を
途
中
で
破

り
、
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

田
邊
さ
ん
は
「
世
界
大
会
で
も
優

勝
す
る
よ
う
な
チ
ー
ム
に
勝
て
て
う

れ
し
い
で
す
。
自
分
で
作
っ
た
も
の

を
動
か
し
て
、
そ
れ
で
結
果
が
出
る

の
は
〝
も
の
づ
く
り
〞
の
原
点
だ
と

思
い
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

同
校
か
ら
は
他
に
、
自
立
型
の
部

に
２
組
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
３
位
入

賞
と
１
回
戦
突
破
を
果
た
し
ま
し
た
。

発
明
ク
ラ
ブ
の
３
人
は

〝
チ
ャ
レ
コ
ン
〞に
出
場

　

八
匝
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
に
所

属
す
る
武
井
咲
希
さ
ん
（
八
日
市
場

小
）
と
清
野
真
緒
さ
ん
（
野
田
小
）、

齊
藤
澪
さ
ん（
須
賀
小
）の
３
人（
い

ず
れ
も
６
年
）
は
、
11
月
25
日
に
開

催
さ
れ
た
「
第
８
回
全
国
少
年
少
女

チ
ャ
レ
ン
ジ
創
造
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
規
定
時
間
の
１

分
以
内
に
、
自
作
の
か
ら
く
り
で
動

く
車
を
動
力
車
で
け
ん
引
し
て
コ
ー

ス
を
走
り
、
そ
の
間
に
作
品
の
工
夫

点
な
ど
を
審
査
員
や
来
場
者
に
向
け

て
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
で
実
施
。
３
人
は

チ
ー
ム
「
ト
リ
プ
ル
ス
タ
ー
」
を
結

成
し
、「
宇
宙
の
旅
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
作
品
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
決
勝
進
出
は
叶
わ
な

か
っ
た
も
の
の
、
３
人
は
「
１
分
間

が
早
く
感
じ
ま
し
た
。
実
力
を
出
し

切
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

たり勝れをの思いに賞

“ものづくり” 全国挑戦“ものづくり” 全国挑戦“ものづくり”で全国挑戦
４
位
に
入
賞
し
た
東
総
工
高
の

田
邊
さ
ん
（
左
）、
石
毛
さ
ん
ペ
ア

コンテストに出場した３人。清野さん（左）
と武井さん（中）が説明、齊藤さんが操縦
を担当した

戦戦戦で
　ロボット相撲と発明コンテストの全国大会
に、本市の高校生や小学生が出場し、自分た
ちの自信作で活躍しました。

　ロボット相撲と発明コンテストの全国大会
に、本市の高校生や小学生が出場し、自分た
ちの自信作で活躍しました。

し
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う
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ゅ
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